
善
養
寺
便
り
第
二
十
四
号

令
和
二
年

新
春
号

発
行

善
養
寺

令
和
二
年
が
は
じ
ま
り
、
早
く
も
ひ
と
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
暖
冬
傾
向
の
よ
う
で
す
。
暖
か
い
の
は
有
り
難
い
こ

と
で
す
が
、
寒
く
な
る
べ
き
季
節
は
、
や
は
り
寒
く
な
ら
な
い
と

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
今
年
は
、
境
内
の
手
水
鉢

も
ま
っ
た
く
凍
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
紀
貫
之
の
古
今
和
歌

集
の
歌
に
、

『
袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
つ
け
ふ
の

風
や
と
く
ら
む
』
「
（
訳
）
（
夏

の
日
に
）
袖
が
ぬ
れ
て
（
手
に
）
す
く
っ
た

川
の
水
が
、
（
冬
の
間
は
）
凍
っ
て
い
た
の

を
、
立
春
の
今
日
の
風
が
吹
き
溶
か
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
有
名
な

和
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
便
り
が
皆
様

の
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
も
う
立
春
も

過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
氷
は
張
る

で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
も
当
坊
は
い
ろ
い
ろ
と

法
要
や
行
事
を
勤
め
ま
し
た
。
門
信
徒
の
皆
様
に
は
、
そ
の
都

度
、
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
門
信
徒
の
皆

様
全
員
の
方
に
、
年
に
一
回
は
お
寺
に
参
拝
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

当
坊
は
、
い
つ
で
も
皆
様
の
お
参
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
仏
事
や
そ
れ
に
類
す
る
ご
相
談
等
で
も
結
構
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
坊
く
だ
さ
い
。

〈
活
動
報
告
〉

◆
仏
教
婦
人
会
令
和
元
年
度

第
三
回
仏
教
講
演
会

十
二
月
十
四
日
（
土
）
は
、
谷
川
弘
顕
師
を
お
迎
え
し
、
第

三
回
仏
教
講
演
会
を
催
し
ま
し
た
。
毎
年
、
七
月
と
十
二
月
の

講
演
会
は
谷
川
師
で
す
。
谷
川
先
生

は
、
本
願
寺
の
伝
道
院
で
も
ご
講
師
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
お
越
し
で
す

の
で
、
是
非
皆
様
お
聴
聞
に
来
て
下
さ

い
。
婦
人
会
の
行
事
で
す
が
、
も
ち
ろ

ん
男
性
の
ご
聴
聞
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
十
四
日
も
、
多
く
の
婦
人

会
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
浄
土
真
宗
七
高
祖
の
一

人
で
あ
る
道
綽
禅
師
の
「
安
楽
集
」
の

有
名
な
言
葉
で
あ
る
「
・
・
・
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
前
に
生
ま
れ
ん

も
の
は
後
を
導
き
、
後
に
生
ま
れ
ん
ひ
と
は
前
を
訪
へ
、
連
続
無

窮
に
し
て
、
願
は
く
は
休
止
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
・
・
・
」
を

讃
題
と
し
て
、
お
念
仏
相
続
の
話
、
鹿
児
島
で
の
念
仏
停
止
の

話
な
ど
、
楽
し
く
分
か
り
易
く
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

◆
納
骨
堂
一
斉
大
掃
除

毎
年
、
年
末
に
納
骨
堂
に
納
骨
さ
れ
て
い
る
お
家
の
皆
様
一

緒
に
納
骨
堂
の
大
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
十
二
月
二
十

二
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
一
斉
に
納
骨
堂
内
外
の
掃
除
を
し
ま

す
。
掃
除
後
、
ち
ょ
う
ど
冬
至
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
「
い
と
こ

煮
」
を
皆
さ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
坊
守
作
で
す
）

カ
ボ
チ
ャ
と
小
豆
の
「
い
と
こ
煮
」

◆
令
和
二
年
度
「
元
旦
会
」

今
年
も
「
元
旦
会
（
が
ん
た
ん
え
）
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。
毎

年
、
元
日
の
朝
九
時
か
ら
勤
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
「
正
信
偈
」
を
皆
で
勤
め
、
そ
の
後
恒
例
の
伊
藤
典
芳

さ
ん
の
初
歌
披
露
、
そ
し
て
、
北
野
実
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
。
最
後

に
皆
さ
ん
で
献
杯
し
て
終
了
で
す
。
献
杯
で
は
、
数
の
子
も
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
時
か
ら
約
一
時
間
で
終
わ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
一
度
も
元

旦
会
に
お
参
り
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
初
詣
を
兼
ね
て
、
是

非
お
参
り
く
だ
さ
い
。
元
旦
会
は
以
前
は
百
名
を
超
え
る
方
が

お
参
り
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
や
や
減
少
傾
向
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
旦
会
年
玉
（
ね
ん
ぎ
ょ
く
）



北
野
実
さ
ん
あ
い
さ
つ

総
代
坪
田
一
良
さ
ん
に
よ
る
献
杯

◆
善
養
寺
令
和
二
年
度
の
予
定

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
ね
。
た
だ
で
さ
え
暑

い
夏
が
、
よ
け
い
に
ア
ツ
ク
な
り
そ
う
で
す
！
さ
て
、
今
年

の
当
坊
の
日
程
も
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に
も
申
し

ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
今
年
、
一
回
で
も
多
く
お
寺
に
お
参

り
来
て
下
さ
い
！

三
月
二
十
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
〈
確
定
〉

「
春
の
彼
岸
会
」
（
善
養
寺
墓
苑
）

四
月
二
十
五
日
（
土
）
・
二
十
六
日
（
日
）
〈
確
定
〉

「
令
和
二
年
永
代
経
法
要
」

講
師

石
山
泰
人
師
（
山
口
県
祝
島
）

六
月
七
日
（
日
）
〈
確
定
〉

「
第
四
十
二
回
仏
教
婦
人
会
総
会
並

第
一
回
仏
教
講
演
会
」

講
師

宰
務
清
子
師
（
加
古
川
市
）

法
話
と
オ
ー
ボ
エ
演
奏

七
月
十
三
日
（
月
）
〈
確
定
〉

「
第
二
回
仏
教
講
演
会
」

講
師

谷
川
弘
顕
師

八
月
十
三
日
（
木
）
か
十
四
日
（
金
）
〈
予
定
〉

「
盂
蘭
盆
会
」
（
善
養
寺
墓
苑
）

十
五
日
（
土
）
〈
予
定
〉
同

法
要
（
本
堂
）

九
月
二
十
日
（
日･

祝
）
〈
確
定
〉

「
第
五
回
善
養
寺
お
て
ら
く
ご
」
午
後
一
時

桂
雀
々
さ
ん(

一
席
）

十
一
月
一
日
（
日
）
二
日
（
月
）
〈
確
定
〉

「
報
恩
講
法
要
」

講
師

護
山
智
孝
師
（
江
田
島
市
）

十
二
月
十
四
日
（
月
）
〈
確
定
〉

「
第
三
回
仏
教
講
演
会
」

講
師

谷
川
弘
顕
師

そ
れ
ぞ
れ
時
期
が
来
ま
し
た
ら
改
め
て
ご
案
内
し
ま

す
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い

毎
月
第
二
金
曜
夜
七
時
半
～
八
時
半

「
お
寺
ヨ
ガ
」
実
施
中
で
す
。
も
う
す
ぐ
一
年
に
な
り
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ー
ラ
ス
」
は
毎
月
第
三
金
曜
日
朝
十
時
～
十
二
時

善
養
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

姫
路

善
養
寺

で
検
索

◆
「
真
宗
文
化
研
究
会
」
二
十
五
周
年

『
聲
明
と
雅
楽
の
調
べ
』

令
和
二
年
三
月
十
三
日
（
金
）

姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

当
坊
住
職
も
出
演
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
観
覧
希
望
方
は
。
善
養
寺
ま
で

※
入
場
整
理
券
残
り
わ
ず
か
で
す
。


